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第１章 計画の基本的な考え方 

１ 計画策定の趣旨 

世界最高水準の平均寿命※ や高い保健医療水準を支えてきた国民皆保険制度を

堅持し、持続可能な医療保険制度を構築していくためには、県民・患者の視点に立

って、県民の健康の保持・増進や良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確

立に努め、その結果による医療に要する費用の適正化（医療費適正化）を実現して

いく必要があります。

また、県は、平成 （ ）年 月以降、市町とともに国民健康保険の保険者と

なることを契機として、保険者と連携・協力しながら、医療費の適正化に向けた取

組の一層の推進を図ることが求められています。

栃木県医療費適正化計画（ 期計画）は、県・市町・保険者・医療機関・県民等

の関係者が、それぞれに必要な取組を認識し、一体となって医療費適正化を目指し

ていくために定めるものです。

２ 計画の基本的事項 

この計画は、県民の健康の保持・増進を推進するとともに、良質かつ適切な医

療を効率的に提供する体制を確保することにより、医療費適正化を総合的かつ計

画的に推進することを目的としています。

この計画は、高齢者の医療の確保に関する法律（昭和 年法律第 号）第

条の規定に基づき、厚生労働大臣の定める「医療費適正化に関する施策について

の基本的な方針」（以下「基本方針」という。）に即する、本県の医療費適正化

の総合的な推進に関する基本・実行計画です。

栃木県保健医療計画、栃木県健康増進計画（とちぎ健康２１プラン）、栃木県

高齢者支援計画（はつらつプラン２１）、栃木県国民健康保険運営方針、その他

保健、医療に関する諸計画と調和が保たれた計画です。

この計画は、平成 （ ）年度を初年度とし、平成 （ ）年度を目標年

度とする か年計画です。

なお、計画期間中に大幅な制度の改正が行われた場合や社会情勢に大きな変化

等が生じた場合には、必要に応じて計画の見直しを行うなど、弾力的に対応しま

す。

                                                   
※ ０歳の平均余命である。すべての年齢の死亡状況を集約したものとなっており、保健福祉水準を総合的に示す

指標として広く活用されている。

性格 

計画の期間 

目的 



2　 栃木県医療費適正化計画（３期計画）

 
 

３ 計画の基本理念 

本県では、次の 点を基本に置いて、医療費の適正化に取り組むこととします。

県民の生活の質の維持及び向上を図ります

医療費適正化のための具体的な取組は、第一義的には、今後の県民の

健康と医療のあり方を展望し、県民の生活の質を確保・向上する形で、良

質かつ適切な医療の効率的な提供を目指すものとします。

超高齢社会※ に対応します

本県の 歳以上の人口は、平成 （ ）年には 万人になると

予想されており、これに伴い、後期高齢者医療費は、県民医療費全体の

半分弱を占めるまでになると予想されます。これを踏まえ、医療費適正

化のための具体的な取組は、結果として高齢者の医療費の伸び率を中長

期にわたって徐々に下げていくものとします。

目標及び施策の達成状況の評価を適切に行います

毎年度（初年度を除く。）、目標の達成状況について進捗管理を行いま

す。最終年度及びその翌年度には、平成 （ ）年度医療費見込みに

留意の上、実績医療費や目標について評価を行います。また、目標の進

捗管理等を行い、必要に応じて計画の見直しや次期計画の策定に反映さ

せるものとします。

この計画では、主に次に掲げる施策を行います。

［県民の健康の保持・増進に関し、取り組むべき施策］

（ ） 保険者による保健事業の推進

（ ） 市町による健康づくりや介護予防、予防接種に関する施策の推進

（ ） 健康長寿とちぎづくりの推進

［医療の効率的な提供の推進に関し、取り組むべき施策］

（ ） 病床機能の分化及び連携並びに地域における医療・介護の体制整備の推進

（ ） 後発医薬品※ の安心使用の促進

（ ） 医薬品の適正使用の推進

                                                   
※ 世界保健機構（ＷＨＯ）の定義では、高齢化率が ％を超えた社会を「高齢化社会」、 ％を超えた社会を「高

齢社会」、 ％を超えた社会を「超高齢社会」とされています。

※ 医療用医薬品のうち、先発医薬品の特許が切れた後に、別のメーカーが先発医薬品と同一の有効成分を同一量

含む医薬品として厚生労働省から承認された医薬品。

基本理念 

具体的な対策の柱 
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［新たな目標の設定］

・新たな目標として、糖尿病重症化予防や高齢者の健康づくりの推進、後発医薬品

の使用割合、医薬品の適正使用の推進等を設定し、取組を推進します。

［医療費見込みの設定］

・目標を達成した場合の医療費見込みを新たに入院・入院外に分けて設定し、実績

医療費や目標の達成状況について評価を行います。

［県の役割］

・平成 （ ）年 月以降、県が国民健康保険の財政運営の責任主体となるこ

とを契機として、市町や保険者による地域の予防（介護予防）、健康づくりに

係る機能強化に向けた支援を行い、医療の効率的な提供に向けた施策を総合的

に推進します。

３期計画のポイント 
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